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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18年 5月 12日の決算発表時に公表した中間期（平成
18年 4月 1日～平成 18年 9月 30日）及び通期（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31
日）業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．中間業績予想の修正（平成 18年 4月 1日～平成 18年 9月 30日） 
（1）単体  （単位:百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18年 5月 12日発表） 

 
2,400 

 
△65 

 
△70 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 2,140 △120 △250 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △260 △55 △180 
増 減 率（％） △10.8       ― ― 
前中間期(平成 18年 3月期中間期)実績 2,492 △95 △185 

 
（2）連結  （単位:百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18年 5月 12日発表） 

 
2,500 

 
△150 

 
△160 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 2,290 △220 △340 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △210 △70 △180 
増 減 率（％） △8.4 ― ― 
前中間期(平成 18年 3月期中間期)実績 2,591 △204 △277 

 
2．通期業績予想の修正（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 
（1）単体  （単位:百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18年 5月 12日発表） 

 
5,500 

 
130 

 
100 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 4,440 △220 △370 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,060 △350 △470 
増 減 率（％） △19.3 ― ― 
前期(平成 18年 3月期)実績 5,141 △194 △681 

 
（2）連結  （単位:百万円、％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 18年 5月 12日発表） 

 
5,800 

 
30 

 
10 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 4,750 △420 △570 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,050 △450 △580 
増 減 率（％） △18.1 ― ― 
前期(平成 18年 3月期)実績 5,364 △421 △519 

 



3．業績予想修正の理由 
（1）単体 
当中間期は、液晶を始めとする FPD分野においては、上半期半ばから一部の大手

FPD メーカーが設備投資の延期、投資規模を縮小するなど市場環境が一時的に悪化
しました。このような影響を受けて、売上高につきまして前回予想を下回る見通しと

なりました。営業損益につきましては、売上高の減少に伴い、減益となる見込みであ

ります。当期純損益につきましては、繰延税金資産の取り崩しに伴う税金費用の増加

もあり、前回予想を下回ることから、業績予想を修正することといたしました。 
通期においても、システム事業の減収から売上高、利益ともに前回予想を下回る見

通しとなり、通期業績予想を修正することといたしました。 
 
 （2）連結 

当中間期は、主として単体の業績修正から、業績予想を修正いたしました。 
通期では、単体の業績修正に加え、子会社 Kubotek USA,Inc.の業績が当初計画を
下回ることから、通期の業績につきましても、予想を修正することといたしました。 

  
  
今後につきましては、主力である検査機システム事業の販売強化を進めるとともに、新製

品の開発、新規事業の拡大を急ぎ、子会社Kubotek USA,Inc.の業績改善を図る所存です。 
 
 
（注）業績の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想

につきましては様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想

数値と異なる場合があります。 
 

以  上 


